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データベースの”+α”な使い方

オープンアクセスの種類について

オープンアクセスには、大きく以下の種類があります。
ここでは、Scopusの検索結果画面を参照しながらご説明します。

※いずれの方法でも、論文には無料でアクセスすることができます。

※ 論文の中には、一定期間の閲覧禁止期間（エンバーゴ）を設けて、公開されるものもあります。

（参考：大学マネジメント研究会（2019）「用語解説」『大学マネジメント University & college 
management』vol.15 ,no.8 ,pp.74-77

URL：https://www.janul.jp/ja/projects/sr_ucm173 ,2022年9月30日参照）

☆ データベースを使うとき、知っているとステップアップできる情報を集めて
みました！
実践リストも載せてみました。ぜひやってみてくださいね！

 Gold：ゴールドオープンアクセス
オープンアクセスの雑誌に投稿し、論文を公開する方法。

 Hybrid Gold：ハイブリッドゴールドオープンアクセス
従来の購読雑誌に投稿された論文について、著者が掲載料を支払
うことで公開する方法。

 Bronze：ブロンズオープンアクセス
明確なライセンス条項を設けず、したがって読者の再利用を認めな
いが、様々な理由で論文をオープンアクセスとする方法
（ノーベル賞を受賞した研究者の論文を、一定期間に限り公開するな
ど）。

 Green：グリーンオープンアクセス
著者自らがウェブサイトや機関リポジトリで論文を公開する方法。

調べてみよう！

 北海道教育大学の機関リポジトリで、論文を探してみよう。
→機関リポジトリにはどこからアクセスするのか、覚えていますか？

 CiNii Researchで、検索機能（次ページ参照）を使った論理演算検索をしてみよう。
→絞り込んでみて、少なすぎるときは条件をゆるめて探してみよう。

 CiNii Researchで、オープンアクセスの論文を探して、本文を入手してみよう。
→オープンアクセスや本文リンクがあるかどうか、どこを見ればわかるかな？

 学内で使えるデータベースで、論文を探してみよう。それぞれのデータベースで１つずつ、
オープンアクセスの論文を探して、本文を入手してみよう。
→検索画面が日本語に対応したデータベースから使ってみるのもOK

（ただし、キーワードは外国語で入力する必要があります）。

 論文の書誌情報を、レポートの参考文献に載せられるようにまとめてみよう。
→附属図書館OPACで、レポートの書き方に関する資料も探してみよう。



検索で使える機能について

☆データベースで検索するとき、記号や特定のフレーズ（演算子）を用いる「論理演算検索」を
行うことができます。
様々な検索機能を用いることで、より幅広く（またはピンポイントに）正確に情報を入手する
ことができます。
ここでは、CiNii Researchの検索ボックスを参照しながらご説明します。

① 完全一致検索
※アルファベットまたは数字にしか使用できません。
キーワードを「“（ダブルクォーテーション）」で括ることで、空白文字
（スペース）を含む２語以上のフレーズ検索ができます。

② 前方一致検索
※アルファベットまたは数字にしか使用できません。
キーワードの末尾に「*（アスタリスク）」をつけることで、語句の先
頭が一致する文字列を検索できます。

③ AND検索
キーワードを「AND」または「＆」で繋げることで、複数入力したすべ
てのキーワードを含む文字列を検索できます。
※「AND」または「＆」の前後には、空白文字（スペース）を入力します。

④ OR検索
キーワードを「OR」または「|」で区切ることで、複数入力したすべ
てのキーワードのいずれかを含む文字列を検索できます。
※「OR」または「|」の前後には、空白文字（スペース）を入力します。

⑤ NOT検索
キーワードを「NOT」またはキーワードの直前に「-」を付加することで、
複数入力したキーワードのうち、直後のキーワードを含まない文字列を
検索できます。
※「NOT」の前後または「-」の前には、空白文字（スペース）を入力します。

⑥ キーワードの優先度指定
キーワードを「（）（丸括弧）」で括ることで、検索の優先度を指定して検索
できます。
※「NOT」の前後または「-」の前には、空白文字（スペース）を入力します。

「北海道」を含み、「教育大学」と「札幌」
の両方は含まない文字列を検索します。

（「北海道教育大学旭川校」など）

「教育」を含むが、「大学」を含まず、
「札幌」を含んだ文字列を検索します。

（「札幌の教育」など）

（参考：国立情報学研究所 “キーワードによる論文検索方法” NII学術コンテンツサービス サポート
URL： https://support.nii.ac.jp/ja/cir/manual_keyword ,2022年9月30日参照)


